
Ⅰ．はじめに

　沖縄島北部に位置する通称ヤンバル地域には，亜熱帯性常緑広
葉樹林が広がっている。国土面積のわずか０．１％という土地に植
物種が日本全体の２８％にも及ぶ１，０８９種生育しており（新城・宮
城，１９８８），さらに，ヤンバルクイナやノグチゲラなどの固有種
も多数存在する，生物多様性に富む森林である。そのため，非常
に貴重な生態系を持つ地域と評価され，近年，国立公園化も検討
されている。
　一方この地域では，古くから林業が実施されている。琉球王朝
時代には魚鱗形施業法として小面積皆伐施業が行われ（篠原，
１９９１；仲間，２００７），現在においても２ha程度の皆伐が行われて
いる。そのため，皆伐を受けた森林がどのような遷移をたどるか
評価していく必要がある。
　皆伐後の萌芽再生に関する研究では，Oliver（１９８１），伊藤
（１９９６），井藤ほか（２００８）などが存在する。ヤンバル地域におけ
る皆伐後林分の二次遷移解明に取り組んだ既往の研究では，経過
年数に沿って，最高樹高，最大直径，多様性指数の推移などが報
告されている（Kubota et al., ２００５）が，ここでは林分構造の詳

細は明らかにされていない。一方，同一の試験地を用いて，皆伐
前と皆伐５年後の林分構造を明らかにした例は存在する（Wu 
and Shinzato, ２００４）。
　そこで，本研究では，Wu and Shinzato（２００４）が使用した皆
伐試験地において皆伐１４年後に再測定を行い，さらなる林分動態
を把握することにした。さらに遷移の進んだ皆伐３０年後の別の林
分に試験地を設け，より詳細な解析を行った。

Ⅱ．対象地

　琉球大学与那フィールド（沖縄県国頭村）内の，天然林皆伐後
１４年が経過した林分に試験地Ａ（標高３３０ｍ），３０年経過した林分
に試験地Ｂ（標高２３０ｍ）を設置した（図－１）。試験地ＡはWu　
and　Shinzato（２００４）で用いられたものの一部で，試験地Ｂは新
規に設定したものである。また，試験地Ａは１９９３年に皆伐され，
調査年は皆伐前の１９９２年と皆伐１４年後の２００７年，試験地Ｂは１９７８
年に皆伐され，調査年は皆伐３０年後の２００８年となっている。これ
らの試験地はともに，尾根付近の斜面上部に位置しており，形状
は各２０m×３０mの方形区である。この地域の年平均気温は２２．３℃，
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年平均降水量は２，４５６mmである。周辺の森林の優占種はイタジ
イであるが，その最大樹高が２０ｍを超えることはない（Enoki，
２００３）。
　Ito（１９９７）によると，この地域の亜熱帯林には原生林はほとん
ど存在せず，４０〜５０年前に択伐，もしくは皆伐施業が実施されて
いる。したがって，皆伐前の林齢は試験地Ａが１９９３年の時点で約
４５年，試験地Ｂでは１９７８年の時点で約３０年と推測される。

Ⅲ．方法

　試験地内の胸高直径１cm以上の全ての生存幹を対象に調査を
行った。調査項目は樹種・樹高・胸高直径である。また，胸高位
置より下で分幹している個体は，萌芽個体として記録した。これ

らのデータを用い，林分構造の時系列変化を示した。さらに，樹
高を因子として判別分析（Inoue et al., １９９８）を行い，樹高階層
ごとの種構成の変化を把握した。なお，林分構造を示す際，材積
は沖縄に生育する広葉樹を対象とする以下の材積式（砂川，
１９６７）を用いて算出した。

　　　V＝０．００００７５D１．９６７３２×H０．７９３７７　　　（式－１）　　　
ここで，V（㎥），D（cm），H（m）はそれぞれ材積，胸高直径，
樹高を示す。

Ⅳ．結果および考察

（１）林分構造
　表－１に，試験地Ａの皆伐前，皆伐１４年後，試験地Ｂの皆伐３０
年後のhaあたりの幹本数と幹材積合計を示す。
　全樹種を対象とした幹本数密度は，試験地Ａの皆伐前（１３，６８３
本/ha）に比べ，試験地Ａの皆伐１４年後は約３倍であった
（４０，８１７本/ha）。また，試験地Ｂの皆伐３０年後でも依然高い値を
示した（２５，６８３本/ha）。なかでも，優占種であるイタジイと先
駆種であるエゴノキは，試験地Ａの皆伐１４年後に増加していた。
一方，試験地Ｂの皆伐３０年後では，全樹種の幹本数密度に対する
イタジイの割合は高いものの，エゴノキの割合は小さくなってい
た。低木のシシアクチは常に高い幹本数密度を維持していた。
　一方，全樹種の幹材積合計は，試験地Ａでは皆伐前（２７５．８
㎥/ha）に比べ，皆伐１４年後では約半分（１４０．４㎥/ha）となって
いた。試験地Ｂの皆伐３０年後では幹材積合計は２８９．８㎥/haと
なっていた。これらを，井口ほか（２００８）で示された，５０年以上
人為的撹乱を受けていない林分の幹材積合計（尾根地形：２００
㎥/ha，山腹地形：３１０㎥/ha，谷地形：３８０㎥/ha）と比較すると，
ヤンバル地域では，皆伐３０年後には林分の幹材積合計がほぼ回復
するものと思われる。
　図－２に示す直径階別幹本数分布からは，皆伐前の林分に比べ，
皆伐１４年後，皆伐３０年後の林分では小径木が多く大径木が少ない
ことがわかる。さらに，優占種であり林冠を構成するイタジイに
ついて見ると，直径は皆伐前が２０〜２５cm，皆伐１４年後が２〜４
cm，皆伐３０年後では８〜１０cmにピークが出現した。
　試験地Ｂにおいて皆伐後３０年が経過しても，試験地Ａの皆伐前
の状態と比べて直径階のピークは半分以下の大きさであった。イ
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図－１．試験地位置図

表－１．各調査時点における樹種別の幹本数密度（N/ha）とhaあたりの幹材積合計（㎥/ha）
幹材積合計幹本数密度

樹種
試験地B試験地A試験地B試験地A
皆伐後３０年皆伐後１４年皆伐前皆伐後３０年皆伐後１４年皆伐前

（％）（㎥/ha）（％）（㎥/ha）（％）（㎥/ha）（％）（N/ha）（％）（N/ha）（％）（N/ha）
４７．７１３８．２４２．３５９．４５５．６１５３．５１７．１４３８３１８．０７３３３５．８８００イタジイ
３０．６８８．６７．２１０．２１１．４３１．５６．６１７００２．２９００１．６２１７イジュ
０．６１．８０．４０．６３．９１０．７１０．５２７００２．９１１６７６．１８３３イスノキ
１．９５．５７．３１０．２１．７４．８３．６９１７４．２１７１７４．０５５０コバンモチ
１．７５．０１．９２．６０．３０．９３．１８００２．５１０３３０．４５０ヒメユズリハ
２．３６．８６．８９．５０．３０．９１．２３１７１０．１４１３３０．５６７エゴノキ
１．２３．４５．１７．２２．８７．７１．６４００３．１１２６７２．４３３３フカノキ
０．００．１４．２５．９５．９１６．２０．１３３３．１１２６７１．３１８３ホルトノキ
０．４１．２１．３１．８０．４１．１１３．６３５００７．４３０３３２０．５２８００シシアクチ
１３．５３９．２２３．５３３．０１７．６４８．５４２．６１０９３３４６．５１８９６７５７．４７８５０その他
１００．０２８９．８１００．０１４０．４１００．０２７５．８１００．０２５６８３１００．０４０８１７１００．０１３６８３合計



タジイは，遷移が進むにつれ直径成長しているが，大径木が一定
密度含まれる林分となるには，まだ時間を要するものと思われる。
　なお，これら林分における最大樹高は，試験地Ａの皆伐前が
１３．０ｍ，皆伐１４年後が９．５ｍ，試験地Ｂの皆伐３０年後が１４．８ｍと
なっていた。ヤンバル地域の最大樹高は２０ｍとされているが，樹
高には地形などが関係しているので，遷移と樹高成長については
さらに追跡していく必要がある。

（２）樹高階層別幹本数比の変化
　判別分析を用いて全幹を樹高階層別に区分すると，いずれも４
層に区分された（図－３）。
　試験地Ａの皆伐前の林分では，イタジイが最上層の１層を優占
していた。１層の第２優占種はイジュであった。また，イスノキ
が２層から４層にかけて一定の幹本数比を維持した。
　つづいて，試験地Ａの皆伐１４年後の林分では，イタジイは１層
から４層まで幅広く出現した。この林分における高木層のイタジ
イは大半が萌芽由来であり，１層では幹本数の９６．４％，２層でも
８１．５％に達していた。また，ここでは先駆性のエゴノキが多く出
現していた。一方で，イスノキは３層，４層を中心にわずかに出
現するにとどまった。
　試験地Ｂの皆伐３０年後の林分では，イタジイ，イジュが上層を
優占していた。この林分においても，１層，２層のイタジイは，依
然多幹率が高く，それぞれ５６．２％と６５．２％を占めていた。また，　
イスノキは，皆伐後３０年の林分でも２層にはわずかにしか達しな
いことから，樹高成長が比較的遅いことも読み取れた。そしてエ

ゴノキは，２層にわずかに残存するのみで，この時点で林分が遷
移初期段階を抜けつつあることが示唆された。

Ⅴ．まとめ

　本研究では，ヤンバル地域における皆伐後の林分構造とその動
態を示すことができた。その結果，遷移が進むにつれイタジイが
林冠を優占していく過程などが窺えたが，これらが大径木へと成
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図－２．試験地Ａ皆伐前（上），試験地Ａ皆伐１４年後（中），試験
地Ｂ皆伐３０年後（下）の直径階別幹本数分布

　　　　（左：全樹種合計，右：イタジイ）

図－３．試験地Ａ皆伐前（上），試験地Ａ皆伐１４年後（中），
　　　　試験地Ｂ皆伐３０年後（下）の樹高階層別幹本数比



長するにはさらなる時間が必要と考えられた。よって，今後も調
査を継続し，より長期にわたる林分動態を明らかにしていくこと
が重要であると考えられた。
　また，皆伐後３０年が経過した林分では，幹材積合計はほぼ回復
するものの，幹本数密度や大径木の割合などの観点から，いまだ
遷移の途中段階であることが示された。現在のヤンバル地域では，
通常，伐採に際し標準伐期齢が３０年と設定されているが（沖縄県，
２００３），皆伐後３０年では林分のサイズ構造の回復は見込めないこ
とから，生態学的機能も発揮されにくいと推察される。従って，
適切な伐期齢の再検討も必要と考えられた。
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